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国際ロータリー第 2620 地区  藤枝南ロータリークラブ会報  2022 年 6 月 3 日（金）Ｎo.40 

 

例 会 第１４５９回 通常例会/小杉苑 

ソング：君が代、奉仕の理想 ソングリーダー：佐野博己君 

■ 会 長 挨 拶          竹田敏和君 

 5 月 28、29 日と、1泊 2 日の会員旅行に行って

きました。参加していただいた会員の皆様、ご苦

労様でした。念願の会員旅行が実現できてよかっ

たです。8 時半、静岡空港から 1 時間ちょっとの

空の旅でした。まず、出雲大社で藤枝南ロータリ

ークラブの発展と会員皆様のご健康を祈願して

きました。島根ワイナリーでワインの試飲を味わ

い、松江城ではガイドさんの説明に耳を傾けつつ

一生懸命階段を上がりました。玉造温泉の宿で温

泉に入った後、宴会です。安来節のどじょうすく

いを楽しみ、楽しい時間を過ごしました。2 日目

は、足を引きずりながら足立美術館の特上のお庭、

名画を堪能した後、宍道湖を一望できるホテルで

昼食をとって空港に向かい、4 時半には静岡空港

に戻ってきました。あっという間の2日間でした。

詳しくは、来週の例会で報告会を行いますので楽

しみにしていてください。 

 1 週間前の 21、22 日は久しぶりにリアルで開催

された地区大会に参加しました。望月幹事と電車

で山梨に向かい昼頃に到着し、山梨名物のほうと

うを食べてから会場に向かいました。15 時から地

区委員長、副委員長、会長、幹事会で地区委員長

からの活動報告、ガバナー補佐から各グループの

活動報告がされました。18 時から国際ロータリー

理事、辰野克彦様を迎えての晩餐会が開かれまし

た。おいしい料理とそれに合わせたワインをいた

だきました。2 日目は午前中、地区指導者育成セ

ミナーで第2地区コーディネーター水野功様の公

演がありました。その話の中で、ロータリークラ

ブに入会して間もないころ東京のあるクラブに

メークアップに行かれたそうです。その時にその

クラブの初老の紳士が対応してくれて 35 歳の自

分に対して分け隔てなく親切に例会中サポート

をしてくださったそうです。水野様はこういう人

が入っているのがロータリークラブなんだと感

じロータリー活動に励んだとのことです。あとか

らその方が白洋舎の社長だったことがわかり、そ

れ以来白洋舎を利用されているとのことでした。

昼食後、バスに乗って参加してくれたメンバーと

合流し、13 時から本会議が始まりました。各地か

ら千人を超すロータリアンが集合しての会議と

なりました。ホストクラブである甲府北の鈴木会

長の挨拶で初めて知ったのですが、甲府北クラブ

は会員数 20 名のクラブだそうです。近隣のクラ

ブの応援はあるにしてもあの大会を設営するこ

とは大変なご苦労があったどろうと想像します。

今日の例会は地区大会の報告となります。 

■ 出 席 報 告          古川賢吾君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

39／50 78％ 40／50 80％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○池ヶ谷君○加藤君○川口君○桑原君○佐野芳君

○鈴木照君○中村君○中山君○村松君○森竹君 

○渡辺哲君 
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欠席連絡は、前日までにお願いします 

 

■ スマイル B O X        古川賢吾君 

・5/21・22 地区大会、5/28・29 会員旅行 

 無事終わりました。ありがとうございました 

                竹田敏和君 

・妻へのプレゼントありがとうございます。 

 6/1 女房と とりしげに行ってきました。 

 山田さんの奥様もいらしてました。 

                竹田敏和君 

・ありがとう！         富澤静雄君 

・30 年皆出席を地区大会で表彰されました。 

 ありがとうございました。   若林秀典君 

・バースデープレゼント有難うございます。 

                小池吉久君 

・誕生日のプレゼントありがとうございます 

                稲葉俊英君 

・記念品ありがとうございます。 

３１年になりました。     松浦正秋君 

・お誕生日プレゼントありがとうございます 

                大村和宏君 

スマイル累計額  ６８１，０００円 

 

■ 地 区 大 会 報 告         望月誠君 

5 月 21 日（土）甲

府記念日ホテル

において開催さ

れました。 

14：00 から受付が

始まり。15：00 か

ら点鐘されまし

た。 

その後に国家斉唱、奉仕の理想が演奏されました

が、コロナ禍のために出席者は心の中で唱えまし

た。その後に開会の挨拶、ガバナーの挨拶、国際

ロータリーの理事の辰野克彦様の挨拶と続きま

した。 

大会 4 委員会 

地区委員会 4 委員長からの報告がりました。 

1，登録委員会  志田洪顯氏により報告 

地区大会には 1045 名の方が出席しました。 

2，資格審議委員会 太田義隆氏  

各クラブから選挙人の選出届けをしました。 

各クラブにおいての会員人数により異なり、25 名

未満 37 名のクラブは 1名、38 名から 62 名のクラ

ブは 2 名で当クラブは会長・幹事が選出を致しま

した。 

3，選挙委員会 星野喜忠氏  

現在のガバナーエレクト、ガバナー事務局エレク

トノミニー、ガバナーノミニーデグジネイトの紹

介がありました。 

ガバナーエレクトに静岡ロータリークラブ 浅

原諒蔵氏 ガバナーノミニーに浜松ハーモニー

ロータリークラブ 中村皇績氏 ガバナーノミ

ニーデグジネイトに甲府南ロータリークラブの

小泉久司氏が選出されております。 

4，大会決議委員会 松村友吉氏 

地区大会の各決議案は 22 日に小林ガバナーの決

議の承認を行う。 

決議第 1 号 2021－2022 年度ロータリーテーマ

実践に関する件 

決議第 2 号 国際ロータリー第 2620 地区直前ガ

バナー志田洪顯君に感謝の件 

決議第3号 議案公益財団法人米山梅吉記念館支

援の件 

決議第 4 号 国際ロータリー第 2620 地区 2021－

2022 年度の地区財務の監査報告の件 

決議第 5 号 地区大会開催に当たりあたり。ホス

トクラブ、コ、ホストクラブ及び協力団体に感謝

の件 

決議第 6 号 国際ロータリー第 2620 地区 2022－

2023 年度開催の件 

決議第 7 号 2025－2020 年度ガバナー選出方法

の件 

決議第 8 号 ロータリ財団委員会、委員の件国際 

決議第 9 号 RI 理事指名委員会委員承認の件 

グループ内のクラブ活動報告がございました、こ

れは各グループのガバナー補佐からの報告であ

ります。ちなみに 76 クラブ各グループを 8 つに

分けております。  

静岡第 1 グループ 

 2021 年 7 月 31 日の熱海市の災害豪雨支援金の

食事準備数 食事提供数 残 累計残 

41 41 0 26 
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援助の報告がありました。 

 また、全国、全世界からの支援金が送金されま

した。 

静岡第 2 グループ 

奉仕デーは 12 クラブの内の 9 クラブがおこなわ

れました 

IM の中止 2年連続であります。。 

各クラブの周年記念式典の中止。ウクライナ災害

救援基金のチャタリーコンサートを富士ロゼシ

アターで開催され義援金を送金されました。 

静岡第 3 グループ 

奉仕デーの報告の内、日本平ロータリークラブが

日本平に「始まりの鐘」を設置しました。 

静岡ロータリークラブは4月の静岡まつりにおい

て青葉シンボルロードでウクライナ災害救援基

金の活動をした。 

清水区のクラブはバスにロータリークラブをア

ピールをする宣伝表示をしました。 

静岡第 4 グループ 

 会長幹事会において、各クラブの活動報告をし

ました。 

クラブ活性化セミナーにおいて「模範クラブにつ

いて学ぶ、クラブ戦略してのセミナー」を開催し

ました。。 

 IM の中止であります。これより最終のガバナー

補佐訪問は中止になりました。 

静岡第 5 グループ 

 小林がバナーが唱えた、新クラブの設立は、で

きませんでしたが、会員の増強に努めまし 

 奉仕デーにおいては各クラブが天竜浜名湖鉄

道の沿線沿いにおいて各クラブの領域を決 

めての花のリレープロジェクトをしました。また

清掃活動もされました。 

山梨第 1 グループ 

 東京オリンピックにおいての自転車競技のサ

ポートに参加をして支援をしました。 

 IM は合同 3 グループにまとめて、訪問をしまし

た。 

山梨第 2 グループ 

 各クラブに1クラブの設立に努力をされました。 

 コロナ禍においてガバナー補佐訪問は中止し

ました。。 

山梨第 3 グループ 

合同 IMを行う。この理由はロータリークラブは、

機会を尊重をするためであります。。 

6月13日に合同IM報告会を開催する予定である。 

残念ではありますが身延ロータリークラブは閉

会する。 

地区 10 委員会報告 

1，公共イメージ向上委員会 

ロータリー川柳は山梨日日新聞、静岡新聞に掲載

されました。 

マイロータリーの登録率のアップを切望してい

る平均 62 パーセントであります。ちなみに当ク

ラブは 30 パーセントのようであります。 

会員の皆様、是非ともロータリセントラルから入

力をして登録をして下さい。 

2，会員増強委員会 

 2620 地区は現在 2820 名であり当初目標の

3,000 名に到達していない。 

3，地区ロータリー財団 

 地区補助金の申請は、76 クラブの内 68 クラブ

申請された。 

グローバル補助金の申請も増加している。 

  ウクライナ災害救援基金の支援金は4万＄を送

金しました。 

4，奉仕活動委員会 

  今年度 4月 29 日に Zoom において地区奉仕活

動委員会セミナーを開催しました。 

5，ロータリープログラム委員会 

  青少年交換留学生の受け入れはコロナ禍に

より中止となりました。 

6，米山奨学金委員会 

  8 月にセミナーの開催をしました。 

7，米山梅吉記念館委員会 

  本年度で終了であります。 

8，ローターアクト委員会 

  皆様の支援をしてほしいとのことでありま

す。。 

9，学友委員会 

 大きな目的は学友との交流を密にしてロータ

リクラブの良さを知ってもらいロータリークラ

ブに入会してもらうことであります。。 

10，RlI 委員会 

  RLI は日本は 34 地区、世界では 410 地区の参

加がされている。 

  多くの方の参加を促す。この目的は「1 人 1

人のリーダーシップを育成をしてクラブの 

活性に努める。」ことを目標としている。 

  竹田会長、望月は RLI に参加して若林先生も

参加して終了をしております。竹田会長 

が切望しています。特に、入会の浅い会員の方は

是非とも受講をして頂きロータリークラブの知

らないこと疑問点などが解決するかと思います。 
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各種の表彰 

休憩 

米山梅吉記念館理事長の挨拶がありました。 

小林ガバナーによるガバナーエレクト、ガバナノ

ミニー。ガバナノミニーデグジネイトの紹 

介に続き続きが挨拶がありました。その後、閉会

の点鐘となりました。 

18：45 国際ロータリー歓迎晩餐会 

 山梨交響楽団カルテットの演奏のによるウエ

ルカムステージに参加者は招かれました。 

開演が始まり、国際ロータリー理事の辰野克彦氏

の挨拶がありました。 

晩餐会が 2時間ほどおいしい食事であり、ワイン

は料理に合わせた野口氏による厳選され 

たワインでした。 

5 月 22 日（日） 

場所を移動して YCC 県民文化ホールにおいて 2日

目の地区大会がスタートしました。竹田会長と望

月は 9：35 に現地に到着をしました。10：00 受付

10：20 にガバナー挨拶が始まりました。 

10：30 育成者委員会セミナー 

演題が「元気なクラブを目指して」 第 2 地域ロ

ータリークラブコーディネーター 

東京飛火野ロータリークラブの水野功氏の講演

がありました。 

コロナ禍によりクラブの在り方り方やクラブの

運営方針を見直すことを必要とする。 

各地域においてクラブはどのような立ちいちに

居いてあるのをか再度見直す必要がある。 

エンジョイロータリー 

1989 年にヒュー・アーチャは RI のテーマが「エ

ンジョイロータリー」としています。 

日本は約8万人で減少傾向であり目標としている

会員人数は 10 万人の目標があります。 

ロータリークラブが減少しており､逆に増えてい

るのは NPO 法人の参加者である。 

できれば他のクラブにメイクアップして交流を

図ってほしい。この理由は講演者の経験で 

おもてなしを学ンだからです。。これより自分自

身の交友の人脈が必ず増えるのです。 

11：301 にセミナー修了後に昼食を摂り、昼食後

に会員の受け入れをさせて頂きました。 

13：00 から本会議が開催されました。 

以上ご報告させて頂きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 今週の一言         小池吉久君 

私の一推しは今年

の竹田会長の「手」。

今から 30 年ほど昔

になりますが、アラ

ン・ドロンと一緒に

写真が撮れると言う

阪急交通の旅行に家

族で参加し、フランスのとある宮殿の一室で無事

撮影が終わりました。流れ作業でこれで終了解散

と思いきや、何とアラン・ドロンは立ち上がり、

全員と握手をしてくれビックリ。毎日毎日何百人

のツアー参加者の日本人と握手をしてくれると

は想定外。更にお座なりのソフトタッチと思いき

や、その力強い、私が痛いと感ずる様な握力で。

私も思わず、負けじと強く握り返しました。 

実際に会ったアラン・ドロンは背こそ私と同じ位

でしたが、肩幅と胸の厚みと手のゴツイ事はレス

ラーそのもの。スクリーンのあの顔とのギャップ

はＭＡＸ。これが国際的映画スター「アラン・ド

ロン」の手かと。ある意味ガッカリ！ 

でもその手は竹田会長の手とそっくりで、これか

らは竹田会長にはアラン・ドロンの手を持ったＲ

Ｃの会長と自己紹介をして頂ければと思います。 

 

 

 

 

例会日 クラブ行事 摘要 

6/10(金) 

第 1460 回 
旅行報告 小杉苑 

6/17(金)  

第 1461 回 
最終夜間例会 小杉苑 

6/24(金) 

第 1462 回 
早朝例会  

7/1(金) 

第 1463 回 
会長・幹事挨拶 理事会 
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・ベネファクター・ポールハリスフェロー 

おめでとうございます！ 
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 30 年皆出席者表彰 


